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冬のおたのしみ会
１２月１４日（土）

ごご ２時～ ３時
としょかんおはなし室

プレゼントもあるよ
えいがをみたり、大きな絵本を

よんだりするよ♬



　

『ショート託児サービス』※第１・２・４火曜日

日時：１2月3日（火）、10日（火）、２４日（火）

１０時～１４時（受付は１３時３０分まで）

対象：図書館カードをお持ちの方のお子様で、生後６ヵ月～未就学児

内容：小さいお子様のいる保護者に、

ゆっくり本選びと読書を楽しんでもらう

サービスです。保育士がお子様をお預かりします。

『映画会』※ 第3土曜日

日時：１2月21日（土）

１４時～１４時３０分

対象：3歳児以上

内容：「ピーターパン」ほか

『赤ちゃんといっしょのおはなし会』※ 第3火曜日

日時：１2月17日（火）１０時３０分～１１時 （定員）10組

対象：０～２歳児及び保護者 ※4月より参加人数の調整のため、1部制となりました。

内容：手あそびうた、わらべうた、赤ちゃんえほんのよみきかせ♪

『おはなし会』※ 第１・２・４土曜日

日時：１2月7日（土）、28日（土）

１４時～１４時３０分

対象：３歳児以上

内容：絵本の読み聞かせ、紙芝居など

☆♪ 14日（土）は「冬のおたのしみ会」 ☆♪

茂原市立図書館

定例行事のご案内

株式会社 図書館流通センター https://opac.library-mobara.jp/mobile

日 時 ： １２月８日（日）１４時～１６時
場 所 ： 茂原市立図書館 研修室

申 込 ： 茂原市立図書館カウンター

または電話にて受付。

定 員 ： ２５名（先着順）

持ち物： 不要

サクラクレパス認定講師による講座です。

テキスト無料配布。画材はご用意します。

大人の塗り絵講座



～編集後記～

12月から１月の茂原市立図書館はイベントラッシュ！12月は「朗読会」「塗り絵

講座」に「冬のおたのしみ会」。年明け１月は「よみうり回想サロン」「ぬいぐるみ

のおとまり会」「バリアフリー映画会」を予定してます。その後も楽しいイベントを

企画しておりますので、ぜひチェックしてみてください。（き）

冬の冷え込みを感じてきましたね。

「ヨガや、ランニングなど、運動で体力増強」

「鍋など温かい料理を食べて体を温める」

「予防接種について調べてみる」

など、風邪予防に役立つ図書を

ご用意しました。

「冬」や「雪」の絵本、そして「クリスマス」に

関する絵本を集めてみました。

あたたかいお部屋で、絵本の冬の世界を

楽しみましょう！



どうしても生きてる

死んでしまいたい、と思うとき、そこに明確な理由はない。心は答え合わせなど

できない。「健やかな論理」ほか全6編を収めた朝井リョウの短編集。現代の声

なき声を掬いとり、ほのかな光を灯す。『小説幻冬』掲載を単行本化。

ｱｻｲ 朝井リョウ著∥幻冬舎

ひとりでおとまり

はじめて、友だちの家におとまりすることになった、6才のまり。お部屋で遊んだり、2人

だけでお風呂に入ったり、楽しいことがいっぱい! でもちょっぴり不安になることも…。

「はじめてのおとまり」をみずみずしく描く。

E まるやまあやこさく∥福音館書店
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ぼくらの七日間戦争

夏休みを前にした1学期の終業式の日、東京下町にある中学校の1年2組の男
子生徒全員が姿を消した。彼らは河川敷の廃工場に立てこもり、大人たちへの
「叛乱」を起こしたのだ…。7日間に及ぶ大人たちとの大戦争を描く。

913 ｿ 宗田理著∥ポプラ社

わたし ねこが かいたいの

ねこを飼いたい女の子。毛糸玉にリボン、ダンボール、新聞紙。ねこの好きな
ものを並べてみたけど、1ぴきもこなかった。するとその夜、おばあちゃんちの
ねこのヘクターが、友だちをたくさん連れてきてくれて…。

E ミシェル・ロビンソン文 チンルン・リー絵 三原泉訳∥岩崎書店

日本の伝説 北陸

日本全国に伝わる伝説424話を、都道府県ごとに網羅。貴重な図版や、うんちく
豊かな解説も掲載する。<北陸>は、「国上寺の酒顚童子」「嫁威し谷肉附の面」
「加賀様の隠し道」など全39話を収録。

338 藤沢衛彦著∥河出書房新社

ライオンのおやつ

若くして余命を告げられた雫は、残りの日々を瀬戸内の島のホスピスで過ごす

ことを決めた。穏やかな景色の中、本当にしたかったことを考える雫。ホスピス

では毎週日曜日、入居者がリクエストできる「おやつの時間」があって…。
ｵｶﾞﾜ 小川糸著∥ポプラ社


